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11まじめ に

　阪神 ・淡 路 大 震 災 後 ，地 域 の 防 災 力 の 向上 や，地城特

性 を 考 慮 した 防 災 対 策 の 必 要 性 が 強 調 され て い る しか

し，そ の ような指摘 は決 して 新 しい 問 題 で は ない と筆者ら

は 考 え て い る 地 震 や 降積 雪 ・降 雨 とい っ た 外 力 が 当 該

地 域 社 会 の 防災力 を上 回 っ た とき，災 害 は 顕箸となる そ

れ 故 に，古来 か ら人 々 は既 往 の 災害経験を生か して 防災

力 を 向 上 させ て きたと考 え られ る 地 域 の 防災 力は 災害

文化 と言 わ れ るもの に 支 え られ ，そ れに は 被害抑 止 を 目

的 とす る構築 物 ば か りで なく，被 害 軽 減 を 図 る社 会の 仕

組 み や 生 活 上 の 工 夫も含まれ る

　本 研 究 は ，そ の 地 域 固有 の 伝 統 的 な 木 造 住 宅 の 構造

や 生 活 文化
・地 域 社 会 の 仕 組 み か ら，地域 の 防災対策

に 開 わ る先 人 の 智恵を掘り起こ し，現代社 会 に再 構 築 す

る方 策 の 提 示 を最 終 目 的として い る

　 本 論 で は．秋 田 県北東部 に位置する鹿角市花輪 地 区

をフ ィ
ー

ル ドに ．1｝町 家 の 構 造 や 伝 統 的 な 生活 習慣 に み

られ る防 災 対 策 の 事例 を集約し，2）そ の 中か ら優 れ て い る

と考 えられ る点を分析 し．3｝現代 の 防 災 対 策 に 活 か すべ

き教 訓 をまとめ る

　 用い た資料 は ，2000年 9 月 と10 月 の 2 回 にわ た っ て

行 っ た 聞 取 調 査と建 物構造調 査 ，及 び 市史
1｝等 の 文献

調 査 の 結果 で あ る 調 査 は，こ の 地 方 の 伝統的なコ ミセ

（木造 アーケード）をもつ 現 況 建 物 で
，
花 輪 地 区 で 最 後 の

2 軒となっ た 商家 を保存 す るた め の 調 査 の
一

環として 行

わ れ た
14）

2 鹿角市花輸地 区 の 特徴

（1）鹿角 の 歴 史

　 鹿 角 市 は 秋 田 県 の 北東端 の 青森
・岩 手 両 県 の 県 境

に 位置す る，人 口 約 4 万 1 千 人 の 市で あ る
2）南 北 に 細 長

、い 盆 地 の 中 に ある この 地 方 は ，古 代 か ら豊 か な土地 として

知 られ て お り．「錦 木 亅や 「け ふ の 細 布 」な ど陸 奥 国 の 歌 枕

の 地 となっ て い る 慶長年間 （1596−−t614 年 ）の 初め に 金

山 が 発見 され，活 況 を帯 び るこ とに より，花輪 の 町 並 み が

形 成 され た と言 わ れ て い る 藩 政 期 に は 広 大 な 南 部 領 の

在 町
゜
の
一

つ として 城 下 町 に代 わる機 能を果 た し，交 通 の

要 路 としても栄えて きた また，約 1，200 年 の 歴 史 を有する

尾 去 沢 鉱 山 を 後 背 地 に，鉱 工 業 の 活 況 により戦前 まで 発

展 した 地 域 でもある

（2）鹿角の 気 候

こ の 地 域 の 標 高 は 高 い が
，県 南部 の 盆 地 に 比 べ る と最

大 積 雪深 は 平 均 で 且m 以 下 と積 雪 量 は少 な い しか しな

が ら．積 雷 期 間 は約 5 ヶ月 と長 い

　東北地 方 の 太 平洋 岸 に 6〜 8 月 に吹 く冷たく湿 っ た 東

風 あるい は 北東風 は 「ヤ マ セ （山背）亅とよばれ ，それ によっ

て 夏 は 冷涼 な気候 とな る しか し，こ の 風 の 影 響 が長 く続 く

と低 温 や 日 照 不 足 ・霧 雨 などを引き起こ し，度 々 農作物 に

被害 をもた らして きた

（3）鹿角 の 災 害

　鹿角市 の 江 戸 期 か ら明 治 時 代 （1644〜1909 年 ）まで

の 265 年 間 に被 害をもた らした 主な災害の 発 生 回 数と頻

度を図 1に 示 す 地震災害 は 全期間 で わ ず か に 5 回 しか

発 生 して い な い が，凶作 と火 災 は 4 年 に 1回 ，洪 水 は 7年

に 1回 と頻繁 に発 生 して お り，
こ の 地 域 住 民 に とっ て こ れ ら

の 災 謇 は 対 策を 怠れ ない もの で あっ た と推測 で きる 特 に

明治 38 年 5 月 27 日 に発 生 した大 火 災 は，中 心 市 街 地

であ る花 輪 地 区 に 広 が っ て 134 棟を焼失 し、今なお 「明 治

38 年 の 大火 Jとして 語 り継 がれ て い る
鱒

また．積 雪 期間の

長 い 当 地 に とっ て は
，雪 対 策 は 生 活 上 欠 か せ ない もの で

あっ た と考 え られ る 以 下，凶 作 ・火 災 ・洪 水 お よび 雪 対 策

に 関 して ，事 例 の 分析 を行う

　 なお 図 1の 凶作 に は，不 作
・
凶作

・大 凶作
・飢 饉 の 数 を

含 む が，霜 害
・虫 害 ・旱 魃 な どの 災 害 や 冷害 は 含 まれ て

い な い
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図 t　江 戸〜明 治時代 の 災害発 生 回 数 と頻度

　　　　　　　（文献 3）より作 成）
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1。 不作 。 。作 駄 。 作 瞞
［

己 」」二 ］

＼

回

杉 材 9〜10本 を給 付 して い る

  気候風土 に 即 した栽培植物 と

　 自給 自足 型 の 食生 活 基盤

　図 2 は 図 1の 凶 作 の 内訳 を示 して い る 市 川 に よれ ば
4）
，

「不 作 」は 米 の 収穫 量 が 平 年量 の 1t4 減 少 す る こ と，「凶
作 亅「大 凶 作 亅は それ ぞ れ 1／2，3！4 減少す るこ ととされ て い

る 不 作 よ りも収 穫 量 が 半 減 す る凶作 の 方 が 頻繁 に 起こ

っ て い ることか ら．厳 し い 生 活 状 況 で あ っ たことが 推 察 され

る

　ヤマ セ が 吹 く南部地 方 で は 冷害 に 強 い 稗 や．旱 魃 に強

い 粟．麦や 豆 ・そ ばが 五 穀 として 栽 培 され て きた 特 に こ の

地域は，元 来 ，粟
・そ ば・大 豆 等 の雑 穀 や 周 辺 の 山 の 植物

を利 用 した 自 給 自足 型 の 食 生 活 で あっ たた め、救 荒 食 も

そ うした 生活 経 験 の 中か ら生 まれ て い る
S｝

明治 ・大 正 時

代か ら昭 和 10 年 まで
，東北地方 では 凶作が 続き，農村の

青 田 売 りや 身 売 りが 社 会 問 題 にもなっ た 文献 5）は秋 田

県各地 の 古老か ら食生活 を闃 して 聞き取り調査を行 っ た

もの で あるが，当時 の 農村 で は 凶作 の 程 度 ごとに 対応 の

工 夫 が な され て い た （表 1）

0％ 20％　　　　40％　　　　60％　　　　8ex 　　　　1005〜

図 2 　 江 戸 〜 明 治 時 代 の 凶 作 の 発 生 回 数

　　　　　 （文献 3）より作 成 ）

表 1 大 正
N 昭 和初期 の 凶 作段階 とそ の 対 策

　　　　　　（文 献 5）より作 成 ）

凶作 段 階 凶作対策

第 1期 凶作 1年 目

食 い 延 ぱしを図 る

・
郷倉の 米を放出
・政府米 の 払 い 下 げ 一
・田螺 ・蝗を食す

第 2 期 凶作 2 年 目

草木 の 篥・根を食する

・乾 し飯 ・寒晒 し粉 の 利用
・蟹 ・沢 蟹 ・蜂を食す

第 3期 ；凶作3年目以降

食ぺ られる物 は 何で も食する

・木 の 葉や 木 皮 の 粉末 の

　利用

・牛 ・馬 ・犬・猫・蛇 を食す

3 花輪地区 の 伝統 的な防災対策

（1）凶 作対策

  地城共有財産による備蓄 と共同管理

花 輪 地 区 を構 成 す る一つ の 町 で ある六 日町 で は ，豊 か

な豪商 が 自家 の 蓄え を町 内救済 の た め に 供 出 して きた

が．10 年以 上 も続 く江 戸 時 代 後 期 の 凶 作 で は，自家 の 財

産 も危うくな っ た ため，所有する田 畑 を町 内 に寄 付 して い

る 町 は こ れ を基 に米 の 備 蓄や 植 林 を行 い ，地 主 を 中心 と

す る財産管 理 機 関 を作っ て 協 同 で管理 ・運 営 し
゜ ’ °

，災害

対応を行うようになっ た また 花輪周 辺 の 寺坂や柴 平 とい

っ た 村 で は 協 同 の 田 を所 有 し．共 同 作 業 で 稲 作 を行 っ て

お り，郷倉 に 保 存 す るだ けで なく，米 の 貸付 と年賦 に よる 返

済 も行 っ て い た 明 治 38 年 の 大 火 後 は
，復 旧 対 策 に こ の

共 有 財 産 を使 用 して町 内全 戸 に 籾 3 駄 ，近 隣 町 内 の 被

災 した 家 に 籾 1駄 を．また 復 旧 材 として 町 内 林 か ら 各 戸 に

ここ であげた 2 つ の 凶作対 策は，米を税として 納入 して

い た 時代 には 日本 各 地 で行 われ てい た 生 活 の 工 夫 であ

っ た と考 えられ る しか しなが ら．年 一度 しか 収 穫 期 が な く，
また 長 い 冬を乗り切る必要 の あっ た鹿角 で は，地 域住民

が 協力 して 備 え るほ か ，利 用 可 能な有用資源 とそ の 効 果

的な利用方法 に 関 して．日 常的 な 智恵の 集積 が 行 われ

て い たと思われ る

（2）火災対策

  塗込 め 大壁とウダツ による建物 の 防火

主 屋 北 側 の 壁 は ，2 軒 の 町 家 ともに 漆 喰塗籠 大 壁仕 上

げとな っ て い た （写 真 1）聞取調査 で は，これ は強 い 北 風

を防 ぐため で，寒 さに 備 えたもの で あるとの ことで あっ た が ，

資料 にはウダツ を上げた町 家 の 写 真が掲載され て い るこ

と
6〕や，町家 の 通 リニ ワ が避難路 になっ たとの 記 it　1）もある

こ とか ら，防 寒 対 策 の み にとどまらず ，火 災 対 策 で もあ っ 左
と考 えられ る また 1 軒 の 町家 には ウダツ の

一
部が残存し

て い た （写 真 2）

　 火 災対策 として 町家 に 施 された ウダツ や大壁 塗徳 の

土 壁 ・漆 喰壁 の 使 用 は 日本 各 地 で みるこ とが で きるが ，こ

れらは 湿気や雪 に 弱 い こ ともあっ て 雪 国秋 田 の 他 地 域で

は 例が 少なく，鹿角 の 特色の
一

つ と言 える これは ，か つ て

こ の 地 方 が 雪 の 少 な い 太 平 洋 側 を主 圏域とする南部藩

領文化圏で あっ た影響 によるもの と推測され る

  伝承 と防火祈祷 に よる生 活習慣 として の 出 火 防 止 策

建物構造 による備 えの ほカ  「（その 場を離れ て 消火を 見

届けられなくなることが多 い の で ）午 後 に は火 を焚 くな 亅，
「風 呂 の 水 は 朝まで 抜 くな」とい っ た 生 活習慣上 の 対 策も

伝えられてい る この 他 ，年 に
一

度 「火 伏 （防 ）せ 」とい う防火

祈 祷 が 現在 も各 町 内 で 行 わ れ て い る （写 真 3）別 当 （神

主〉を先頭 に 町 内役員 が塩と水をまい て町 の 各 要 所 を清

め，そ の 後 ，「火 の 用 心 亅の お 札 が神 社 か ら各家 に 配布さ

れ，火災に 対 す る注 意を喚起 して い る

　火 災 に対す る伝承 や 防火祈祷 は全 国 各 地 に残 っ て い

るが，花輪で は，六 日 町 の ほ か新町 や 舟場 で も現在 も町

内の 祭 礼 に伴 っ て 火 伏 せ の 行 事 が 行 われ てい る 花 輪 で

は函 館 大 火 の 教 訓 か ら町 内 寄 付 に よっ て 昭 和 9 年 に 自

動車 ポ ン プ を購入 して い る 明治 の 大火を語 り継 ぐことに

よ っ て ，火 災 対 策 へ の 関 心 を 高 め t防 火 の 重 要 性 を伝 承

し続 けて い ると思 われ る
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写真 1 主饐 北 側 の 漆喰塗寵大壁仕 上 げの 壁

写真 2 ウダツ の 一部 を残 した商 家 の 袖 壁

鹿角で は ウダツ は ドベ イとよば れ て い た
S｝

写 真 3 町 内 の 神社 の 宵 宮 の 日 に 行 わ れ る防 火 祈 祷

（3》洪 水対策

  地 域 共 有財産 による備蓄と共 同 管理
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か わ か け

藩 政 時 代 に は 増 水して 田 畑 を荒 廃 させ るこ とを 「川 欠 」

とよん で い た 花 輪近 隣の 大 欠村で は，洪 水 による用 水 路

被 害 が 頻 繁 に装藷す るた め ，そ れ を防 ぐ ため の 工 事 用 木

材 を供 出 す る郵林を 共 同 管 理 して い た
9）

（4｝雪 対 策

  積 雪 時の 交通路 の 確 保

　か っ て 花 輪地 区 に は ，街道沿い の 両 側 に南北長さ約 1

km にわたり，コ ミセ が 連 続 す る商店街 が 存在 した
10 ）写 真

4 は 現存 す るコ ミセ の 様 子 で ある 文 献 に よれ ば，「雪 の 高

きこと屋根 の 如く．屋 根 は 道の 如し亅とい われ，積雪時に は

コ ミセ の 中 か らは 道 を通 る馬 は コ ミセ の 屋 根 の 上 を歩 い て

い るように見えたとい う
Il｝

この 木 造 ア
ー

ケ
ー

ドは積雪時の

町 内唯
一の 交通 路 で

，冬季生 渚 の 場 を確 保 す る役 割 を

担 っ て い た

  無積雪 の 工 夫 と私 有地 の 提 供

　コ ミセ は 私 有 地 で あ っ た た め ，そ の 幅 は 各 家 に よっ て 異

なり，広 い ところで は 1閭半，狭い ところで 5 尺位 であ っ た ら

しい 調 査 した 1 軒 の コ ミセ の 柱 間 隔 は 1 問で あり，また 列

柱 に は 摺り上げ蔀戸 が入 っ て い た溝 が残 存し，青森 県 弘

前市等と同 様
12），降 積 雪 が コ ミセ 内 に 入 り込 む の を防ぐ

工 夫 が あっ たこ とを確認 した 図 3 は 江 戸 時代 の 弘 前 市

の コ ミセ をもつ 商店 の 様 子 を描 い た もの で ある
T3）コ ミセ の

柱 問 には，上 は 障子，下 は板 戸 の 2枚 の 蔀 戸 が入 っ て お り，
花輪の コ ミセ も同 じ構造 であ っ たと考 えられ る

  冬 季 も利 用 可 能な交流 の 場

　コ ミセ は 通 路 としての 機 能 ば か りでなく，板を出 してその

上 に 商 品 を 並 べ る 商 店 の
一部 として ，あるい は 子 供 の 遊

び場 や 宗 教儀礼 の 場 として も利用され て いた 写 真 5 は，
昭 和 30年 代 の 花 輸 の コ ミセ 内部の 様 子 を示 して い る コ ミ

セ 内 ばか りで なく．上 か らも商 品 を 吊 して 利 用 してい ること

が わか る

。 蠶霈講、駿鷺鑼鵬凝藻鷙驚 諡
で の 人 ・物 ・情報 の 交 流基 地 で あ っ たとこ ろに花．輪 の コ ミ

セ の 特徼 が ある 雪国に あっ て コ ミセ は，防雪の み ならず多

くの 機 能 を備えた装置で あっ たと言えよう

  雪対策 の 転 換

　 大 正 か ら昭 和 に か け て の 交通 手 段 の 変 化 と．昭 和初頭

か ら続い た 凶 作 により．経済構造の 変化 に よる景気 ・失業

対 策 や 凶 作 対 策として道路 の 鋪装 や 拡幅の 公 共 土 木 工

事が進められ戸 ミセ は 撤 去 され始 めた 特 に 高度成長期

以 降 は 車 社 会 に対 応 す るべ く道 路 拡 幅 が 進 められ，殆 ど

の コ ミセ が 姿を消した それ に 伴 い，市 の 開 設 場所も道路

沿 い か ら町 の
一

角 へ と移 され て しまっ た この ことは，堆 雪・

排 雪 場 所 であっ た道 路 が 機械 除雪 によっ て交通 機 能 を

確保するようになっ た ことと
，
公 共 空 間として の 私 有 地 が 単

なる私 有 地 とな っ た ことで，か つ ては 地 域の 全 員 が 参 加 し

て い た 防災 へ の 関 わ りが 失わ れ、交 通 とい う単
一機 能 し

か もたなくなっ たことを意味して い る

写 真 4 道 路 の 両 側 に 向 か い 合 わ せ に 現 存 す る コ ミセ

一87一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

声尊 とあ

イ皇　 贋 r

図 3 江 戸時代 （17SB 年頃 ）の 弘前市 の コ ミセ

　　　　　 （文献 13）より引用）

写 真 5 花 輪 のコ ミセ 内都 の 様 子

　　　（文献 11）より弓1用 ）

コ ミセ は ガ ン ギ ともよ ば れ
，
東 北 か ら北 陸 地 方 の 雪 国 地

帯で 広 く見 られ た木 造 ア
ーケード街 で あっ た い ずれの 地

域 に お い て も車 祉会 の 到 来 に よっ て コ ミセ は 撤 去 され て

い っ た が ，そ の 中 で 花 輪 の コ ミセ は 雪 対 策 とい う主機能 は

失っ た もの の ，1970 年代まで 定期市 が 開催 され ，周 辺 地

域の 人 や物 ・情報 が 交 流 す る情 報 交 換 の 場 とい う機 能 は

維持 され 続 けた

4 現 代 の 防災 対策 へ の教訓

　秋 田 県 の 鹿角 市 花 輪 地 区 で の 町 家 調 査 か ら，
こ の 地

の 凶 作 ・火 災 ・洪 水 ・積 雪 に 対 す る伝 統 的 な防 災 対 策 の

事例 を紹介 した 以下 に現 代 の 防 災 対 策 にも活 か すべ き

教 訓 を整 理 す る

　凶 作 対 策 で は ，住 民 に 生 活 基 盤 の 維 持 ・再 建 に必 要

な地域資源 の 管 理 運営を任 せ ることによっ て備 蓄とい う
一機 能 だ け でな く，財産 として も運 用され ，近隣 町 内 の 復

旧 に も役 立 っ て い る また，生 活 を 取 り巻く環 境 の 観察 と分

析 に よる智恵 の 集積 が
．非常 時 に 有効な 地 域 資 源 を明 ら

か にして い た こ の ことか ら次 の 知 見 が 得 られ た

  地域住 民 に よる地域資源 の 共 有管 理 と備蓄 が有効

　 　 なこ と

  非 常 時 に有 効 な地 域 資源 を把握 して お くこ と

　火 災対策 で は，建 物 に よる備 え は藩政時代の 影響 に よ

るもの が 見 られ た また，中心 市 街 地 を焼 失 した 大 火 災 の

被 害 と教 訓 が語 り継 がれ るこ とに よ っ て，火 災 へ の 注 意が

喚起され て い た その 伝承 は，各家庭 内 ば か りで なく，祭 り

とい う地 域 行 事 に も組 み 込 ま れ て い る 以 上 か ら，次の こ と

が 防災対策 にお い て 重要と考 えられ る

  当 該 地 域 の 歴史的文化的背景 に 則 した対策 を考 え

　　る べ きこと

  地域の 気候特性 に配 慮した 建物構造 で備 えるべ き

　　 こと

  　家庭 で の 生活防災教育が重 要なこと

  啓 蒙 活 動 の 継 承 ・継続 に は 祭 りの ような地 域 挙 げて

　　 の イベ ン トに組 み 込 む ことが 有効 なこと

　洪 水対策か らは ，凶作対 策 と同様 に
，地域 住民 に よる

備蓄 と管 理 が 重要 で あるこ とが指摘 で きる

　雪 対 策 で は ，
コ ミセ は 雪 国 特有 の 町 並み で あるほか ，情

報 交 流 基 地 として 冬 季以 外 に も重 要 な施設 で あっ た こと

か ら，以下の ことが 重要と考 えられる

  防災対策 に加 えて 、平 常 時 にも利 用 可 能 な 多機能

　　な構築物が望ましい こと

  防 災 対策を生 か しながら、地域 の 特徴ある街並 み景

　　観 を形成する こと

謝辞 貴 重 な建 物 を調 査 させ て い た だ い た 闃
・
小 田 嶋

両家 の 方 々 や資料や情報 を 提供 して 下 さっ た鹿 角 市 の

方 々 に御礼申し上げます また，共 同 調査 に 参加 され た 東

北 工 業 大 学 ・高 橋 恒 夫 教 授 と同 大学建 築学科建 築 史

研 究 室 の 学生諸君 ，
ア トリエ あす か 代表・田 中勝 昭氏 に

謝意を表 します

脚注

＊鹿 角 市花 幡 に は．広 大 な 南部領 を治 め るた め に城 下 町 に 代 わ

る機 能 をもつ 在町 が 存 在 した そ の 機 能 は 次の 4 点 に 集 約 され

る   蔵 物・給人 米の 払 市場．  領内外 の 流 慂 拠 点 ，  地 域内

の 流 通 拠点 竺 市 の 開 催  交通 の 要 所 〔伝 馬｝

＊＊ この 日 は 「日 露戰 争の 日本海海戦で勝利した 日亅と人 々 には

　配 憶されてい る

＊＊ ＊この か つ て の 共 同 管理 地 に あ る神 社 は，現在 も 六 日 町 の 氏

　 神 として 5 月 】9・20 日 に祭 典 が行 われ てい る
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